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１．調査概要 

（１）調査の目的 
港区におけるひきこ も り の状態にある区民の実態及びニーズを明ら かにし 、 その支援策に関する基礎

資料と し て活用するこ と を目的と し て港区内の 60, 000 世帯を対象に実施し た。  

 
（２）調査対象・方法・期間・回収率等 

項目 内容 

調査対象 令和５ 年６ 月 16 日現在で港区内に登録さ れている住民基本台帳から  

無作為に抽出し た 60, 000 世帯 

配布数（ 有効配布数）  60, 000 世帯（ 57, 975）  

回収数 14, 070 件 

＜回収数内訳＞ 

【 郵送】  

7, 977 件（ 56. 7％）  

【 イ ンタ ーネッ ト 】  

日本語   5, 728 件（ 40. 7％）  

英 語  240 件（ 1. 7％）  

中国語   94 件（ 0. 7％）  

韓国語   31 件（ 0. 2％）  

回収率（ 有効回収率）  23. 5％（ 24. 3％）  

 

調査方法 調査票を 郵送配布し 、 無記名によ る郵送回答またはイ ンタ ーネッ ト 回

答により 回収。 イ ンタ ーネッ ト 回答は、 英語、 中国語、 韓国語での回答

が可能。  

調査期間中に、 対象者全員にお礼状兼回答協力依頼の手紙を１ 回送付。 

調査期間 令和５ 年７ 月 14 日（ 金） ～令和５ 年８ 月４ 日（ 金）  

調査実施機関 株式会社 創建 

 

（３）調査の精度 
標本誤差は、 以下の式で得ら れ、 比率算出の基数（ n=回答者数）、 回答の比率（ p） によっ て誤差

幅が異なる（ 下表は p=0. 5 の場合）。  

 
 
 
 
 
 

回答比率 

(p) 
回答者数 

(n) 

90％または
10％程度 

80％または
20％程度 

70％または
30％程度 

60％または
40％程度 

50％程度 

20,000 ±0. 34％ ±0. 45％ ±0. 52％ ±0. 55％ ±0. 57％ 

15,000 ±0. 42％ ±0. 55％ ±0. 64％ ±0. 68％ ±0. 69％ 

14,070 ±0. 43％ ±0. 58％ ±0. 66％ ±0. 71％ ±0. 72％ 

10,000 ±0. 54％ ±0. 72％ ±0. 82％ ±0. 88％ ±0. 89％ 

5,000 ±0. 80％ ±1. 06％ ±1. 22％ ±1. 30％ ±1. 33％ 

 

標 本 誤 差 
Ｎ－ｎ 

Ｎ－１ 

ｐ（１－ｐ） 

ｎ 
× × 1.96 

Ｎ  ：母集団（港区の全世帯数） 

ｎ  ：サンプル数（有効回答数） 
ｐ  ：回答比率（1 つの選択肢に対して得られた 

  回答者の割合） 
1.96：信頼率 95％と設定した場合の定数（調査の母

集団に同じ設問をしても、統計学的には 95％

の確率で同じ回答が得られるというもの） 
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【 表の見方】  

全体（ 母集団） の中から 一部を抽出する標本調査では、 全体を 対象に行っ た調査（ 全数調査） と

比べて調査結果に差が生じ るこ と があり 、 標本誤差と は、 そのよう な誤差のこ と を 指す。 標本誤差

は標本の抽出方法や標本数によっ て異なるが、 計算するこ と が可能であり 、 その計算式を今回の調

査にあてはめて整理し た。  

今回の調査は、 回答件数が 14, 070 件であり 、 ある設問の回答比率が 50％であっ た場合、 その回答

比率の誤差の範囲は最高でも ±0. 72％以内（ 49. 28％～50. 72％） であると みるこ と ができ る。  

 
 
（４）本報告書に関する留意点 

・ 無記名方式による調査のため、 回答者の特定はでき ない（ 但し 、 問 56 で個人情報を記入し た回答

を 除く ）。  

・ 比率は全て百分率で表し 、 小数点以下第２ 位を四捨五入し て表示し ている。 こ のため、 百分率の

合計が 100. 0％になら ないこ と がある。  

・ 基数と なる 実数は「 Ｎ 」 と し て掲載し 、 各グラ フ の比率はＮ を母数と し た割合を 示し ている。  

・ 単数回答は「 〇は１ つだけ」、 複数回答は「 〇はいく つでも 」 と 表示し ている 。 複数回答の場合

は、 合計が 100. 0％を 上回るこ と がある。  

・「 その他」 等の記述式を 含む設問の回答は、 上位３ 位までの回答内容を 件数と と も に記載し てい

る。 また、 一人が複数の内容を回答し ている場合は、 各内容を １ 件と し て算出し ている。 なお、

回答件数が少数の場合はすべて掲載し ている。  

・ ク ロス集計は縦軸を 「 表側」、 横軸を 「 表頭」 と 表示し ている。  

また回答件数（「 度数」 と 表示） を 上段、 割合（「 ％」 と 表示） を 下段に示し ている。  

・ ク ロス集計は、 表側、 表頭の両方の設問に回答し た人のみで集計し ている。 そのため、 回答者数

の合計は、 それぞれの設問の回答者数と は一致し ない集計がある。  

・ ク ロス集計票では、 表側に対する割合を 算出し て記載し ている。 上位３ 位までの回答を着色し て

いる（ １ 位：   、 ２ 位：   、 ３ 位：   ） が、 全体の回答数が 10 人未満の場合は、 いずれも 着

色し ていない。  

・ 分析軸の回答者が 50 人未満の場合は、 回答者些少のため参考値と する。  

・ 郵送回答と インタ ーネッ ト 回答の重複回答がある場合は、 郵送回答を有効回答と し た。  

 



 

 

２．「ひきこもり」の定義 

本報告書では、 内閣府「 こ ども ・ 若者の意識と 生活に関する調査（ 令和４ 年度）」 における 「 ひき

こ も り 」 の定義を 参考にし ながら 対象者を 抽出し たと こ ろ 、 158 世帯でひき こ も り の該当者が存在す

ると いう 結果と なっ た。  

 

内閣府の調査項目 港区調査の設問と選択肢 

外出頻度が次のいずれ

かを選択 
 
１趣味の用事のときだ

け外出する 

２近所のコンビニなど

には出かける 

３自室からは出るが、

家からは出ない 

４自室からほとんど出

ない 

（問 27・問 47）現在の外出頻度はどのくらいですか？  
６ 普段は自宅にいるが、 自分の趣味に関する用事の時に 

週 1 回程度外出する 

７ 普段は自宅にいるが、 近所のコ ンビニやスーパー等には 

出かける 

８ 同居人以外の人が自宅に居ても 居なく ても 自室から は 

出るが、 自宅から は出ない 

９ 同居人以外の人が自宅にいない時は自室から 出るが、  

自宅から は出ない 

10 自室から ほと んど出ない 

かつ 

現在の状態が「６か月

以上」と回答 

（問 11）問８（ひきこもり）の状態の期間はどのくらいですか？  
１  ６ か月～１ 年未満 ２  １ 年～２ 年未満   ３  ２ 年～３ 年未満 

４  ３ 年～５ 年未満  ５  ５ 年～７ 年未満   ６  ７ 年～10 年未満  

７  10 年～15 年未満  ８  15 年～20 年未満    ９  20 年～25 年未満 

10 25 年～30 年未満  11 30 年以上 

かつ 

次
の
類
型 
１
～
３
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者 

【類型１】 
現在の状態になった主な

理由が、「統合失調症」又

は身体的病気の病名を記

入 

（問 18・問 41）問８の状態になったきっかけは何ですか？  
以下を選択し 、 かつ「 統合失調症」 又は身体的病気の病名を記入 

９  病気 

15 その他 

【類型２】 
最近６か月間に、家族以

外の人と「よく会話した」

又は「ときどき会話した」

を選択 

（問 35・問 50）交流状況について教えてください。  
２  趣味や遊びのために人と 会う こ と はある 

４  民間を含む相談窓口・ 支援機関と の交流がある 

７  通院で医師等と 会話をする 

かつ 

①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当 

【類型２-①】 
「妊娠したこと」「介護・看護を担う

ことになったこと」「その他」のう

ち、出産・育児をしている旨を記入 

（問 18・問 41）問８の状態になったきっかけは何ですか？  
10 妊娠し たこ と  

13 介護・ 看護を担う こ と になっ たこ と  

12 育児に専念するこ と になっ たこ と  

15 その他 を選択し 、 出産・ 育児をし ている旨を記入 

【類型２-②】 

普段ご自宅にいるときは、どんなこ

とに時間を使っているかの問いの

回答が「家事をする」「育児をする」

「介護・看護をする」のいずれか 

（問 33・問 49）自宅でよくしていることをご回答ください。  
９  家事をする 

10 育児をする 

11 介護・ 看護をする 

【類型２-③】 

現在の仕事が「会社などの役員」、

「自営業・自由業」、「家族従業者・

内職」を選択 

（問６・問 39）現在の就学・就労状況をお答えください。  
「 ３  勤めている（ 自営業・ フ リ ーラ ンス）」 を選択 

【類型３】 

現在の仕事が「会社などの役員」、「自営業・

自由業」、「家族従業者・内職」を選択 

（問 18・問 41）問８の状態になったきっかけは何ですか？  
「 15 その他（  ）」 を選択し 、 自宅で仕事をし ている旨を回答 

 
  

準ひきこもり 
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